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学校だより
『 認めて、褒めて、励まして、信じて、待って、見届ける 』
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☆ ☆ ☆ 今年もどうぞよろしくお願いします ☆ ☆ ☆
後期の後半がスタートしました。冬休み中は大きな事故もなく、子供たちの明るい歓声が学校の中をこだ

ましています。当たり前の学校生活を当たり前に送ることができることに、何よりの幸せを感じます。

さて、１０日（火）の集会では、『努力はたし算、協力はかけ算』の話をしました。努力も協力もとても

大切なことですが、どちらにも長所と短所があります。特に『協力』は『かけ算』なので、友達や先生と協

力することによって、とても大きな数や力になります。また、「挨拶」は「元気と幸せのプレゼント」「人と

人のつながりをつくる宝」「友達をたくさんつくる魔法」になることも話しました。全校生で、「生き生き学

び笑顔あふれる学校」を目指していきます。その笑顔や学びが地域にも広がっていくことを願っています。

６年生はあと２か月足らずでこの学舎を巣立っていきます。在校生もそれぞ

れの学年の学校生活を終了することとなります。子供たち一人一人にとって充

実した毎日となるよう、職員一同、更に協同して取り組んで参りたいと思いま

す。皆様方におかれましても、昨年同様、変わらぬ御支援、御協力を賜ります

よう、心よりお願い申し上げます。

学校評価アンケートの結果
年末のお忙しい中、教育活動の改善のための学校評価アンケートの御回答、誠にありがとうございました。

集計がまとまりましたのでお知らせいたします。今後、保護者、児童、教職員のアンケートの結果を踏まえて、

よりいっそう良い学校を目指していきますので、御協力よろしくお願いいたします。

表の見方は、質問内容に対して、保護者からの回答を、「㋐そうである ㋑まあまあそうである ㋒あまり

そうでない ㋓そうでない」ごと百分率（％）で表しました。また、保護者・教職員・

児童の回答を、㋐は４点、㋑は３点、㋒は２点、㋓は１点とし、その平均点を数値化し

て、保護者の平均点の高い順に並び替えました。なお平均点は、Ａ（3.5以上）Ｂ（3.0～

3.4）Ｃ（2.9以下）の３区分することによって、全体の傾向が見えてくるのではないかと

考えています。

質 問 内 容 ㋐ ㋑ ㋒ ㋓ 保 教 児

①子供は友達と仲良く過ごしているか。 75 24 1 0 3.7 3.2 3.7
②子供は相手の立場に立って、思いやりのある行動がとれるか。 34 56 9 1 3.2 3.0 3.4

児 ③子供は自分と異なる意見や立場を尊重することができるか。 27 59 13 1 3.1 2.9 3.6
④子供は進んで元気な挨拶ができるか。 34 47 16 3 3.1 2.9 3.5

童 ⑤子供は時刻を守って生活しているか。 34 44 18 4 3.1 3.4 3.3
⑥子供は好き嫌いせず食べ、運動しているか。 28 48 23 1 3.0 3.4 3.5
⑦子供は学習することが楽しいか。 24 49 23 4 2.9 2.4 3.1
⑧子供は自分の意見をしっかりと伝えることができるか。 27 44 24 5 2.9 2.7 3.1
⑨子供はよく本を読んでいるか。 25 37 32 6 2.8 3.0 3.3
⑩学校は子供の様子などを学年だよりなどで分かりやすく伝えているか。 62 35 3 0 3.6 3.5

学 ⑪学校は保護者や地域の協力・参加を得て、教育活動を行っているか。 66 32 3 0 3.6 3.2
校 ⑫学校は安全指導などを適切に行い、子供の事故防止などに努めているか。 57 39 4 0 3.5 3.5
⑬学校は家庭と連携して、適切な家庭学習ができるようにしているか。 52 43 5 0 3.5 3.0
⑭家族とよく話をしているか。 65 33 3 0 3.6 2.8 3.5

家 ⑮我が家では「家読」を実践しているか。 44 42 14 0 3.3 3.0 3.7
⑯家族のため何か手伝いをしているか。 47 34 16 3 3.3 2.6 3.2

庭 ⑰忘れ物をしないように持ち物や提出物、宿題の確かめを子供がしているか。 37 43 19 1 3.2 2.7 3.4
⑱我が家では家庭学習４か条を実践しているか。 20 54 24 1 2.9 2.9 2.9
⑲テレビ、まんが、ゲームなどは決まりを守り、夜ふかししていないか。 30 41 23 6 2.9 2.4 3.2



《考 察》

（ア）全体的にはプラスの評価をしている項目が多数を占めている。

（イ）①友達と仲よく⑭家族とよく話など、人と関わることに対して高得点なのは、

昨年同様、児童の行動や生活が落ち着いていることと直結していると思われる。

（ウ）保護者と教職員の平均点は、⑭⑯を除いてほぼ同じであるので、課題等を含めて同じようにとらえて

いると考えられる。また、児童の平均点はほとんどの項目で保護者と教職員を上回っている。

（エ）⑨読書については、学校では朝の読書や家読など力を入れているが、家庭の協力不足かと思われる。

また、家読のやり方や家読発表会の工夫改善も必要である。

（オ）⑦学習することが楽しい⑱家庭学習４か条など、学習に関することの平均点が低いのは、昨年同様、

課題である。今後とも継続的な指導工夫や家庭の協力が必要である。

（カ）⑲決まりよくテレビ、ゲーム等の決まり、夜ふかしについては、保護者と教職員の平均点が低い。ネ

ットトラブルによる危険も増えているので、学校、家庭、児童との情報交換や指導を継続していく。

「家族のきずな」
エッセイ入賞作品
１１／２８国分寺公民館で「家

族のきずな」エッセイ表彰式が行

われました。小山モラロジー研究

所が主催している作品募集に市内

で 1,080 作品の応募があったそう
です。本校では、左記の２人が入

賞し、表彰されました。２人とも、

日常の生活の中に家族との温かな

交流や喜びを見つけ、感謝、尊敬

の気持ちにあふれています。この

ような家族を大切に思う気持ち

や、素直で伸び伸びと育っている

子供たちを誇りに思います。

１６日（月）の自学の時間に、

全校児童が一堂に会して百マス計

算大会を行いました。１０、１１

月は足し算を各クラスで行いまし

た。今回は、１・２年生は４９問、

３年以上は１００問のひき算を行

い、速さと正確さを競いました。

子供たちは、とても集中した中で、

真剣に取り組んでいました。２月

からはかけ算の予定です。

☆ ☆ ☆ 受賞おめでとうございます ☆ ☆ ☆

◎ＪＡ書道コンクール 条幅の部 佳作 ６年 石﨑暖大さん
◎国際交流図画コンクール 優秀賞 １年 伊澤りこさん

お知らせ：
「吉田東小 学校だより」はホームページでカラー版を御覧いただけます。学校行事や各
学年の活動も随時配信しております。御意見、御感想などありましたら御連絡ください。
ＱＲコードからもアクセスできます。




